
  

 

 

 

 

 

 

 

○テーマ・概要                

 

 

○内 容 

 

 

 

 

 

におにに 

 

令和３年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【現代インドの政治・経済・国際関係】 
日 時:令和 3年 10月 2日(土)13：00-14：30 

受講者数:14名 

会 場：神戸研究学園都市 大学共同利用施設 UNTY（ユニティ） 

講 師: 政策科学研究所 教授 福味敦 

 

新興市場として世界の注目を集めるインドであるが、一方で、近年のヒンドゥ・ナショナリズムの高揚

により、独立以来の国是「政教分離」は大きく揺らぎつつある。外交面においても、大国化する中国の

「一帯一路」や国境紛争への対応など、難しい局面にある。本講座では過渡期にあるインドの経済・政

治・国際関係について、講師の現地調査経験を踏まえながら解説した。 

現代インドの政治・経済・国際関係の概要を、以下の形で解説した。 

【インドの経済成長と貧困】かつて国家主導型の経済政策 

を採っていたことで長年にわたる経済停滞の中にあったイ 

ンドであるが、90年代に入り経済自由化に転じたことで、 

経済成長の軌道にのりはじめたと考えられている。一方で 

一人当たり所得の上昇に比して、教育や保健衛生面での改 

善は未だ限定的であり、社会開発面での課題が未だ多く残 

されている。インド経済成長の光と陰について、講師が撮 

りためてきた画像を踏まえつつ、概観した。 

【インド社会の「多様性」と民主主義】インドは、言語・カーストと宗教・所得格差などの面において

「分断」された社会と、世界最大規模の人口を抱えつつ、独立以来、一貫して選挙による政権交代を続

けてきた。しかしながら同時に、選挙戦略においてカーストを利用するアイデンティティ政治や、ヒン

ドゥ教徒の価値観を前面に押し出すヒンドゥ・ナショナリズムの高揚は、経済政策をゆがめ、国是であ

るセキュラリズムを脅かしつつある。インド政治・社会における近年の「気配」を紹介した。 

【国際関係：「一帯一路」とインド】21世紀に入り経済的、政治的、軍事的に台頭する中国は、「一帯一

路」を掲げ、南アジア諸国への影響力も強めてきた。インドにとって中国は国境紛争を抱えるなど、安

全保障上の最大の脅威であるが、一方で貿易や投資の面で、最重要のパートナー国のひとつでもある。

近年、外交・軍事戦略上のインドの相対的な重要性が先進諸国の間で高まり、日米豪印協議（QUAD）な

どもスタートしているが、各国の思惑には微妙なズレがあり、留意すべきであることが指摘された。 

 講義後の質疑はきわめて活発であり、参加者の関心の高さをうかがわせた。 

 

 

 


